
令和２年度

愛知県精神医療センター
医療観察法病棟 地域連絡会議



指定入院医療機関の分布状況
（平成31年4月1日現在）

運用病床７５５床に対して

病床稼働率 ９８.１%

平成30年度末 入院者数 ７４１人



① 性別比較

② 年齢階級別比較

③ 主診断別比較

④ 対象行為別比較

Ⅰ 対象者のプロフィール
( 精神医療センターと全国の状況との比較 )



① 性 別 比 較

男

77%

女

23%

全国(３３病院)の状況

令和２年１１月３０日までに 入院歴を有する ４５人 平成３１年４月１日現在 入院処遇対象者 ７２３人

男

58%

女

42%

精神医療センター 医療観察法病棟

男性による対象行為発生が非常に高い



② 年齢階級別比較

20代

14%

30代

23%

40代

32%

50代

17%

60以上

14%

全国(３３病院)の状況

※ 入院時の年代で集計

令和２年１１月３０日までに 入院歴を有する ４５人 平成３１年４月１日現在 入院処遇対象者 ７２３人

15%

29%
31%

16%
9%

20代

30代

40代

50代

60以上

精神医療センター 医療観察法病棟

30代と40代で、全体の60％近くを占める



F2

85%

F3
F1 F8 F7

③ 主診断別比較

平成３１年４月１日現在 入院処遇対象者 ７２３人令和２年１１月３０日までに 入院歴を有する ４５人

80%

9%

5%

2% 2%
2%

精神医療センター 医療観察法病棟

F0 症状性を含む器質性精神障害

F1 精神作用物質使用による精神・行動障害

F2 統合失調症・統合失調障害及び妄想性障害

F3 気分(感情)障害

F4 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害

F5 生理的障害及び身体的要因に関連した行動性障害

F7 精神遅滞(知的障害)

F8 心理的発達の障害

F9 詳細不明の精神障害

国際疾病分類 Ｆ２ の割合が非常に高い

F３



④ 対象行為別比較

傷害

40%

殺人未遂

20%
放火

18%

殺人

13%

強制わいせつ

3%

全国(３３病院)の状況

平成３１年４月１日現在 入院処遇対象者 ７２３人令和２年１１月３０日までに 入院歴を有する ４５人

36%

24%

20%

11%
傷害

放火

殺人

殺人未遂

強盗

強制わいせ

つ

放火未遂

精神医療センター ☞ ①傷害 ②放火 ③殺人 ④殺人未遂

全国の状況 ☞ ①傷害 ②殺人未遂 ③放火 ④殺人



Ⅱ 入 退 院 の 動 向

① 入・退院の状況( R1. 12. 5 <前回会議> ～ R2. 11. 30 12ケ月間 )

〃 ( H28. 9 <開棟> ～ R2. 11. 30 51ケ月間 )

② 入院処遇対象者数の推移



① 入退院の状況 ( R1.12.5～R2.11.30 <12ケ月間> )

注１ 退院予定は、早くて令和３年２月の見込みであるため、当分の間、満床の状態が継続する。
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① 入退院の状況 ( H28.9～R2.11.30 <51ケ月> )
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令和２年度は、11月末までの実績

② 入院処遇対象者数の推移

29年度 30年度 31年度 R2年度

5,726 
4,998 5,064 

3,241 

延入院対象者数

12.0

14.0

16.0

29年度 30年度 31年度 R2年度

15.7 

13.7 13.9 
15.1 

１日平均入院対象者数



Ⅲ 医療観察法病棟の運営

① 病棟運営に係る会議ほか

② 新型コロナウイルス感染症への対応



病棟運営に係る会議ほか



〇 病棟内で感染が発生した場合のリスクを考えて、他の病棟に比べ厳

しい感染防御対策を講じている。

〇 しかし、感染防御を高めれば、外出や外泊を制限する方向となり、退

院に向けた準備が滞ることとなる。

〇 そのため、「３密を避ける」 「院外では、職員の管理下で感染防御対

策を実施する」などに加えて、『院内外出から帰院後は、シャワー浴と更

衣をする』、 『院外外出及び外泊後は、１週間自室内で停留とする』など

の対応を行い、外出・外泊を実施している。

〇 これにより、以前のようにはいかないものの、外出・外泊が実施でき、

退院に向けた準備を進めることが出来ている。

新型コロナウイルス感染症への対応


